
 

一 

張
炎
『
詞
源
』
卷
上
譯
注
稿
（
五
）

�

明　

木　

茂　

夫　

律
呂
四
犯

宮
犯
商　
　

商
犯
羽　
　

羽
犯
角　
　

角
歸
本
宮

黄
鍾
宮　
　

無
射
商　
　

夾
鐘
羽　
　

無
射
閏

大
呂
宮　
　

應
鍾
商　
　

姑
洗
羽　
　

應
鍾
閏

太
簇
宮　
　

黄
鍾
商　
　

仲
呂
羽　
　

黄
鍾
閏

夾
鐘
宮　
　

大
呂
商　
　

蕤
賓
羽　
　

大
呂
閏

姑
洗
宮　
　

太
簇
商　
　

林
鍾
羽　
　

太
簇
閏

仲
呂
宮　
　

夾
鐘
商　
　

夷
則
羽　
　

夾
鐘
閏

蕤
賓
宮　
　

姑
洗
商　
　

南
呂
羽　
　

姑
洗
閏

林
鍾
宮　
　

仲
呂
商　
　

無
射
羽　
　

仲
呂
閏
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夷
則
宮　
　

蕤
賓
商　
　

應
鍾
羽　
　

蕤
賓
閏

南
呂
宮　
　

林
鍾
商　
　

黄
鍾
羽　
　

林
鍾
閏

無
射
宮　
　

夷
則
商　
　

大
呂
羽　
　

夷
則
閏

應
鍾
宮　
　

南
呂
商　
　

太
簇
羽　
　

南
呂
閏

以
宮
犯
宮
爲
正
犯
。
以
宮
犯
商
爲
側
犯
。
以
宮
犯
羽

爲
偏
犯
。
以
宮
犯
角
爲
旁
犯
。
以
角
犯
宮
爲
歸
宮
。

周
而
復
始
。

姜
白
石
云
、凡
曲
言
犯
者
、謂
以
宮
犯
商
、商
犯
宮
之
類
。

如
道
調
宮
上
字
住
、
雙
調
亦
上
字
住
。
所
住
字
同
、
故

道
調
曲
中
犯
雙
調
、
或
雙
調
曲
中
犯
道
調
。
其
他
準
此
。

唐
人
樂
書
云
、
犯
有
正
旁
偏
側
。
宮
犯
宮
爲
正
宮
。
犯

商
爲
旁
宮
。
犯
角
爲
偏
宮
。
犯
羽
爲
側
宮
。
此
説
非
也
。

十
二
宮
所
住
之
字
各
不
同
、
不
容
相
犯
。
十
二
宮
特
可

以
犯
商
角
羽
耳
。

宮
を
以
て
宮
を
犯
す
を
正
犯
と
爲な

す
。
宮
を
以
て
商
を
犯
す

を
側
犯
と
爲な

す
。
宮
を
以
て
羽
を
犯
す
を
偏
犯
と
爲な

す
。
宮

を
以
て
角
を
犯
す
を
旁
犯
と
爲な

す
。
角
を
以
て
宮
を
犯
す
を

歸
宮
と
爲な

す
。
周
し
て
復ま

た
始
ま
る
。

姜
白
石
云
ふ
、
凡
そ
曲
に
犯
と
言
へ
る
者
は
、
宮
を
以
て
商
を

犯
し
、
商
宮
を
犯
す
の
類
を
謂
ふ
。
如た

と

へ
ば
道
調
宮
は
上
字
に

て
住を

は
り
、
雙
調
も
亦
た
上
字
に
て
住を

は
る
。
住を

は
る
所
の
字

同
じ
、
故
に
道
調
の
曲
中
に
雙
調
を
犯
し
、
或
い
は
雙
調
の
曲

中
に
道
調
を
犯
す
。其
の
他
は
此こ

れ

に
準
ず
。唐
人
の
樂
書
に
云
ふ
、

犯
に
正
旁
偏
側
有
り
。
宮
の
宮
を
犯
す
る
を
正
宮
と
爲な

す
。
商

を
犯
す
る
を
旁
宮
と
爲
す
。
角
を
犯
す
る
を
偏
宮
と
爲
す
。
羽

を
犯
す
る
を
側
宮
と
爲
す
と
。
此
の
説
非ひ

な
り
。
十
二
宮
住を

は
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【
校
記
】（
番
號
に
つ
い
て
は
末
尾
の
【
諸
本
一
覽
】
を
參
照
）

［
十
一
裏
］
⑨
諸
本
「
宮
犯
商　

商
犯
羽　

羽
犯
角　

角
歸
本
宮
」
を
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
左
の
各
段
の
間
の
位
置
に
置
く
も
、
疏
證
本
甲

ａ
ｂ
乙
は
左
の
段
と
同
じ
高
さ
に
於
く
。

［
十
二
表
］
③
夾
鍾
商
＝
無
射
商
（
靜
嘉
本
・
宛
本
）

［
十
二
裏
］
③
商
犯
宮
之
類
＝
啻
犯
宮
之
類
（
宛
本
）　

⑦
犯
羽
爲
側
宮
＝
犯
羽
爲
側
（
靜
嘉
本
・
宛
本
）　

⑧
特
可
以
犯
＝
特
可
犯
（
疏

證
本
ａ
ｂ
）

【
注
】

○
四
犯　

犯
調
の
四
つ
の
種
類
。
本
文
に
あ
る
如
く
、「
宮
を
以
て
宮
を
犯
す
」
の
「
正
犯
」、「
宮
を
以
て
商
を
犯
す
」
の
「
側
犯
」、「
宮

を
以
て
羽
を
犯
す
」の「
偏
犯
」、「
宮
を
以
て
角
を
犯
す
」の「
旁
犯
」の
四
つ
。「
犯
調
」は
あ
る
宮
調
の
曲
の
中
で
他
の
宮
調
を
犯
す
、

つ
ま
り
そ
の
宮
調
に
は
本
來
無
い
他
の
宮
調
の
音
程
に
は
み
出
す
こ
と
を
指
す
。
現
在
言
う
と
こ
ろ
の
「
轉
調
」
に
同
じ
。
あ
る
曲

が
途
中
か
ら
他
の
宮
調
に
轉
ず
る
用
法
、
或
い
は
一
時
的
に
他
の
宮
調
の
構
成
音
を
使
用
す
る
臨
時
音
的
用
法
を
含
む
と
考
え
ら
れ

る
。

○
角
歸
本
宮　

角
調
か
ら
犯
調
を
行
っ
て
元
の
宮
調
に
戻
る
こ
と
。
後
の
本
文
で
「
角
を
以
宮
を
犯
す
を
歸
宮
と
爲な

す
。
周
し
て
復ま

た

始は
じ

ま
る
」
と
あ
る
の
は
こ
れ
を
示
す
。『
事
林
廣
記
』「
音
譜
類
」
の
「
總
叙
訣
」
に
言
う
「
宮
閏
相
頂
」
も
、
そ
の
角
（
閏
）
と
宮

る
所
の
字
各
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
相あ

ひ
犯
す
を
容ゆ

る

さ
ず
。
十
二

宮
は
特た

だ
以
て
商
角
羽
を
犯
す
べ
き
の
み
と
。
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の
音
程
配
置
か
ら
し
て
同
じ
こ
と
を
指
す
。
但
し
こ
こ
で
言
う
「
角
調
」
は
俗
音
階
（
下
徴
調
・
新
音
階
）
の
立
場
か
ら
の
呼
稱
で

あ
り
、
律
呂
音
階
の
變
宮
調
に
相
當
す
る
。【
通
釋
】
を
參
照
。

○
無
射
閏　

律
呂
調
に
言
う
「
大
呂
變
宮
」
を
宮
調
俗
名
の
立
場
か
ら
呼
ん
だ
も
の
で
、音
程
配
置
は
大
呂
變
宮
に
同
じ
。
こ
れ
を
「
無

射
閏
」
と
呼
ぶ
事
情
に
つ
い
て
は
【
通
釋
】
を
參
照
。

【
通
釋
】

　

本
條
は
犯
調
の
内
、
通
常
用
い
ら
れ
る
四
種
類
に
つ
い
て
、
何
調
か
ら
犯
調
を
行
う
と
何
調
に
な
る
か
を
示
す
一
覽
表
で
あ
る
。
一

覽
の
後
ろ
に
は
犯
調
の
種
類
、
及
び
そ
の
規
則
に
つ
い
て
述
べ
る
自
注
が
置
か
れ
て
い
る
。

一
覽

　

冒
頭
の
行
に
は
四
つ
の
犯
調
の
種
類
を
置
き
、
そ
の
四
犯
に
從
っ
て
、
各
律
呂
の
宮
調
式
を
始
点
と
す
る
犯
調
の
宮
調
配
置
を
、
そ

れ
ぞ
れ
一
行
と
し
て
示
し
た
一
覽
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
を
第
一
行
「
黄
鍾
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

冒
頭
行
の
「
四
犯
」
の
内
の
初
め
の
二
つ
に
よ
っ
て
生
成
す
る
各
宮
調
、
即
ち
「
黄
鍾
均
」
の
宮
調
式
「
黄
鍾
宮
」、
そ
こ
か
ら
「
宮

犯
商
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
無
射
商
」、
さ
ら
に
「
商
犯
羽
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
夾
鍾
羽
」
の
三
宮
調
の
音
程
配
置
を
示
す
な
ら
ば
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
（
太
字
を
以
て
示
し
た
。
以
下
同
樣
）。
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○
黄
鍾
宮
＝
黄
鍾
均
の
宮
調
式

宮

商

角

變
徴

徴

羽

變
宮

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

○
無
射
商
＝
無
射
均
の
商
調
式

商

角

變
徴

徴

羽

變
宮

宮

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

○
夾
鍾
羽
＝
夾
鍾
均
の
羽
調
式

羽

變
宮

宮

商

角

變
徴

徴

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
各
調
式
の
第
一
音
（
主
音
）
は
す
べ
て
黄
鍾
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
の
犯
調
は
、
主
音
を

同
じ
く
す
る
調
同
士
、
即
ち
「
同
主
調
」
の
間
で
行
わ
れ
る
と
、
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
當
然
そ
の
場
合
、
各
調
の
均
は
異
な
る
こ
と

と
な
る
。
こ
れ
を
同
主
音
轉
調
・
異
均
系
統
轉
調
も
し
く
は
外
調
・
易
調
と
も
言
う
。

　

第
三
の
犯
調
、
即
ち
「
羽
犯
角
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
無
射
閏
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
通
常
の
律
呂
調
に
よ
る
宮
調
名
で
あ
る
と
假

定
し
て
音
程
配
置
を
示
す
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
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○
無
射
閏
（
無
射
變
宮
）
＝
無
射
均
の
閏
調
式
（
變
宮
調
式
）

變
宮

宮

商

角

變
徴

徴

羽

南

無

應

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

こ
れ
を
見
る
に
、「
變
宮
調
式
」
の
主
音
た
る
「
變
宮
」
は
「
南
呂
」
に
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
「
同
主
調
」
と
い
う
原
則
に
反
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
「
無
射
變
宮
」
は
變
宮
調
式
な
の
で
あ
り
、犯
調
の
種
類
の
「
羽
犯
角
」
の
角
調
式
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

で
は
本
來
こ
こ
に
置
か
れ
る
べ
き
調
の
律
呂
調
の
調
名
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
「
角
歸
本
宮
」
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
『
事

林
廣
記
』
に
言
う
「
宮
閏
相
頂
」
と
同
じ
概
念
で
あ
り
、
こ
う
し
た
犯
調
の
一
覽
に
於
い
て
、
あ
る
同
主
調
の
犯
調
を
行
っ
た
後
、
次

に
一
つ
上
の
律
呂
へ
移
る
た
め
の
犯
調
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
本
條
第
一
行
の
「
黄
鍾
」
主
音
の
最
後
か
ら
、
第
二
行
の
「
大
呂
」
主

音
の
最
初
「
大
呂
宮
」
に
移
行
す
る
こ
と
が
「
角
歸
本
宮
」
で
あ
り
「
宮
閏
相
頂
」
で
あ
る
。「
宮
閏
相
頂
」
は
「
宮
・
閏
相あ

ひ
頂い

た
だ

く
」

と
訓
じ
、
七
聲
の
宮
と
閏
（
變
宮
）
が
互
い
に
頭
を
突
き
合
わ
せ
て
い
る
状
態
、
即
ち
隣
り
合
っ
て
竝
ん
で
い
る
状
態
を
言
う
。
も
し

宮
調
式
と
閏
調
式
が
「
同
主
調
」
で
あ
れ
ば
、
宮
と
閏
（
變
宮
）
は
重
な
る
の
で
あ
り
、
隣
り
合
わ
な
い
。
宮
と
（
變
宮
）
が
隣
り
合

う
の
は
、
こ
の
二
つ
の
調
式
が
同
じ
均
に
あ
る
時
、
即
ち
「
平
行
調
」
の
關
係
に
あ
る
時
な
の
で
あ
る
。
で
は
こ
こ
で
、
第
二
行
の
第

一
調
「
大
呂
宮
」
と
「
平
行
調
」
の
關
係
に
あ
る
閏
（
變
宮
）
調
式
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

第
二
行
の
第
一
調
「
大
呂
宮
」
の
音
程
配
置
は
以
下
の
如
し
。
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○
大
呂
宮
＝
大
呂
均
の
宮
調
式

宮

商

角

變
徴

徴

羽

變
宮

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

黄

こ
れ
と
「
平
行
調
」
の
關
係
に
あ
る
閏
（
變
宮
）
調
式
は
と
言
う
と
、「
大
呂
宮
」
と
同
じ
均
、即
ち
「
大
呂
均
」
の
閏
（
變
宮
）
調
式
で
、

○
大
呂
變
宮
＝
大
呂
均
の
變
宮
調
式

變
宮

宮

商

角

變
徴

徴

羽

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

と
な
る
。
音
高
を
對
應
さ
せ
て
こ
れ
を
配
置
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

變
宮

宮

商

角

變
徴

徴

羽

變
宮

大
呂
宮　

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

黄

大
呂
變
宮

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

黄

↑

↑

同
一
均
で
主
音
の
「
宮
（
大
呂
）」
と
「
變
宮
（
黄
鍾
）」
が
隣
り
合
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
各
調
の
音
程
配
置
と
い
う
點
か
ら
の

み
考
え
る
な
ら
ば
、
第
一
列
の
第
四
の
宮
調
は
「
大
呂
變
宮
」
で
な
け
れ
ば
理
屈
に
合
わ
な
い
。「
大
呂
變
宮
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
宮

閏
相
頂
」
で
第
二
列
の
最
初
の
宮
調
「
大
呂
宮
」
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。
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だ
と
す
る
と
、
こ
の
「
羽
犯
角
」
か
ら
「
角
歸
本
宮
」
に
至
る
犯
調
を
め
ぐ
っ
て
は
、
實
際
の
音
程
配
置
と
そ
の
宮
調
名
稱
、
と
い

う
二
つ
の
要
素
を
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
實
際
の
音
程
配
置
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
「
大
呂
變
宮
」

と
い
う
宮
調
が
、
そ
の
名
稱
に
お
い
て
は
「
無
射
閏
」
と
な
っ
て
い
る
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
問
題
を
整
理
す
る
た
め
に
、

１
「
羽
犯
角0

、
角0

歸
本
宮
」
で
あ
る
理
由
、
２
「
無
射

0

0

閏
」
で
あ
る
理
由
の
二
點
に
分
け
て
順
に
考
察
し
た
い
。

１
「
羽
犯
角0

、
角0

歸
本
宮
」
で
あ
る
理
由

　

雅
樂
調
に
よ
る
呼
稱
で
は
「
羽
犯
變
宮

0

0

、
變
宮

0

0

歸
本
宮
」
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
が
な
ぜ
「
角0

」
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
從
來

か
ら
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
き
た
言
い
方
で
、
雅
樂
調
の
變
宮
は
俗
樂
の
立
場
か
ら
は
角
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
關
係
す
る
。
所
謂
律
呂

音
階
（
古
音
階
）
と
新
音
階
（
下
徴
調
）
の
音
程
配
置
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　

ド

レ

ミ

フ
ァ

ソ

ラ

シ

律
呂
音
階

宮

商

角

變
徴

徴

羽

變
宮

新
音
階　

宮

商

角

清
角

徴

羽

變
宮

そ
の
違
い
は「
變
徴
」（
フ
ァ
＃
に
相
當
）を
用
い
る
か
、「
清
角
」（
フ
ァ
に
相
當
）を
用
い
る
か
に
あ
る
。
こ
れ
が
西
洋
音
樂
で
あ
れ
ば
、

＃
と
♮
の
臨
時
記
號
に
よ
り
表
示
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、中
國
傳
統
の
記
譜
法
に
は
臨
時
記
號
に
當
た
る
機
能
が
無
い
。
そ
こ
で
、

新
音
階
の
フ
ァ
音
階
を
律
呂
音
階
の
立
場
か
ら
讀
み
替
え
る
、
と
い
う
方
法
を
用
い
る
。
即
ち
、
新
音
階
の
音
程
配
置
が
律
呂
音
階
の

徴
調
に
等
し
い
こ
と
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
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律
呂
音
階

宮

商

角

變
徴

徴

羽

變
宮

宮

商

角

變
徴

新
音
階　

宮

商

角

清
角

徴

羽

變
宮

こ
れ
を
律
呂
音
階
の
徴
を
主
音
と
し
て
竝
べ
れ
ば
、

律
呂
音
階

徴

羽

變
宮

宮

商

角

變
徴

宮

商

角

變
徴

新
音
階　

宮

商

角

清
角

徴

羽

變
宮

と
な
り
、
律
呂
音
階
の
徴
調
と
新
音
階
の
音
程
配
置
が
等
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
新
音
階
が
「
下
徴
調
」
と
呼
ば
れ

る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
新
音
階
を
律
呂
音
階
の
徴
調
と
讀
み
替
え
た
場
合
、
律
呂
音
階
の
「
徴
」
聲
が
新
音
階
の
「
宮
」
聲
に

相
當
す
る
こ
と
、
そ
し
て
律
呂
音
階
の
「
變
宮
」
聲
が
新
音
階
の
「
角
」
聲
に
相
當
す
る
こ
と
に
注
目
願
い
た
い
。
本
條
の
律
呂
四
犯

に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
角
」
は
、
本
来
の
律
呂
音
階
の
「
角
」
で
は
な
く
、
新
音
階
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
角
」、
即
ち
律
呂
音
階
の
「
變

宮
」
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
律
呂
四
犯
の
内
の
「
羽
犯
角
」
と
「
角
歸
本
宮
」
に
つ
い
て
は
、
律
呂
音
階
に
よ
る
呼
稱
た
る
「
羽
犯

變
宮
」
と
「
變
宮
歸
本
宮
」
に
讀
み
替
え
た
上
で
音
程
配
置
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

２
「
無
射

0

0

閏
」
で
あ
る
理
由

　

で
は
、「
夾
鍾
羽
」
の
同
主
調
で
あ
り
尚
且
つ
「
大
呂
宮
」
の
平
行
調
で
あ
る
「
大
呂
變
宮
」
が
、
そ
の
名
稱
の
上
で
「
無
射

0

0

閏
」

と
呼
ば
れ
る
理
由
は
何
か
。
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「
無
射
閏
」（
無
射
變
宮
）
の
律
呂
音
階
と
し
て
の
音
程
配
置
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
無
射
閏
（
無
射
變
宮
）
＝
無
射
均
の
變
宮
調
式

變
宮

宮

商

角

變
徴

徴

羽

南

無

應

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

こ
れ
で
は
「
夾
鍾
羽
」
と
は
羽
→
變
宮
の
同
主
調
犯
調
と
は
な
ら
な
い
上
に
、何
よ
り
第
二
行
第
一
の
「
大
呂
宮
」
と
も
「
宮
閏
相
頂
」

の
關
係
に
な
ら
な
い
。
律
呂
音
階
の
「
無
射
閏
」
は
こ
こ
と
は
全
く
關
係
が
無
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
「
無
射
閏
」
が
新
音
階
の

「
無
射
閏
」
を
意
味
す
る
と
假
定
す
る
な
ら
ば
、

變
宮

宮

商

角

清
角

徴

羽

南

無

應

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

と
な
り
、
こ
の
場
合
も
同
樣
に
「
夾
鍾
羽
」
と
は
同
主
調
犯
調
關
係
と
は
な
ら
ず
、
第
二
行
第
一
の
「
大
呂
宮
」
と
「
宮
閏
相
頂
」
に

も
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
律
呂
四
犯
の
犯
調
關
係
と
は
矛
盾
し
、
律
呂
音
階
と
新
音
階
の
間
の
讀
み
替
え
と
い
う
角
度
か
ら
の

推
論
は
手
詰
ま
り
と
な
る
。

　

こ
こ
で
推
論
の
根
據
と
な
る
情
報
は
、「
十
二
律
呂
」
條
に
あ
る
。「
十
二
律
呂
」
の
條
で
は
、
十
二
律
呂
の
各
均
に
屬
す
る
全
て
の

宮
調
計
八
十
四
種
に
つ
い
て
、
そ
の
律
呂
名
と
俗
名
が
列
舉
し
て
あ
る
。
律
呂
名
は
、「
何
均
の
何
調
式
」
で
あ
る
か
に
よ
り
整
然
と
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命
名
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
俗
名
は
、
統
一
さ
れ
た
法
則
に
則
っ
て
お
ら
ず
、
複
数
の
要
因
に
よ
り
樣
々
な
命
名
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
本
譯
注
稿
（
四
）「
十
二
律
呂
」
條
の
訳
注
を
參
照
さ
れ
た
い
。
特
に
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、律
呂
名
「
夾

鍾
宮
」「
林
鍾
宮
」「
無
射
宮
」
の
三
宮
調
で
あ
る
。

　

律
呂
名

俗
名

夾
鍾
宮

仲
呂
宮

林
鍾
宮

南
呂
宮

無
射
宮

黄
鍾
宮

こ
の
三
つ
の
俗
名
は
、
見
か
け
上
あ
た
か
も
律
呂
名
で
あ
る
か
の
よ
う
な
名
稱
を
持
つ
。
實
際
、
律
呂
名
に
も
「
仲
（
中
）
呂
宮
」「
南

呂
宮
」「
黄
鍾
宮
」と
い
う
名
稱
は
存
在
す
る
。
こ
れ
は
唐
代
の
律
呂
と
宋
代
の
律
呂
と
の
誤
差
を
念
頭
に
置
い
た
呼
び
名
な
の
で
あ
る
。

　

周
知
の
如
く
、
宋
代
の
燕
樂
の
律
は
唐
代
の
そ
れ
よ
り
も
二
律
（
二
度
）
高
か
っ
た
。
例
え
ば
、
沈
括
『
夢
溪
筆
談
』
卷
六
「
樂
律

上
」
一
一
四
條
（『
補
筆
談
』
卷
一
「
樂
律
」
五
三
二
條
も
同
じ
）
に
、

今
之
燕
樂
止
有
十
五
聲
。
蓋
今
樂
高
於
古
樂
二
律
以
下
、
故
無
正
黄
鍾
聲
。

今
の
燕
樂
止た

だ
十
五
聲
有
る
の
み
。
蓋
し
今
樂
古
樂
よ
り
高
き
こ
と
二
律
以
下
に
し
て
、
故
に
正
黄
鍾
の
聲
無
し
。（「
二
律

以
下
」
は
「
二
律
弱
」
と
言
う
に
同
じ
）

と
あ
る
。
即
ち
、
唐
宋
の
律
を
比
較
す
る
な
ら
ば
次
の
樣
に
な
る
。

唐
律

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

宋
律

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應
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例
え
ば
、
律
呂
名
「
夾
鍾
宮
」
が
俗
名
「
仲
呂
宮
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
は
、
唐
以
降
用
い
て
き
た
「
仲
呂
宮
」
と
い
う
本
來
の
宮
調
は
、

宋
現
在
の
律
に
照
ら
す
と
「
夾
鍾
宮
」
に
當
た
る
、
故
に
現
在
「
夾
鍾
宮
」
と
呼
ぶ
べ
き
宮
調
は
從
來
か
ら
の
習
慣
に
從
っ
て
「
仲
呂

宮
」
と
い
う
調
名
を
俗
名
と
し
て
用
い
る
、と
説
明
で
き
る
。「
林
鍾
宮
←
南
呂
宮
」「
無
射
宮
←
黄
鍾
宮
」
に
つ
い
て
も
同
樣
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
命
名
の
規
則
を
本
條
の
律
呂
四
犯
に
應
用
し
て
み
よ
う
。
本
條
第
一
行
第
四
の
調
「
無
射
閏
」
は
、
音
程
配
置
か
ら

考
え
れ
ば
本
來
律
呂
名
の
「
大
呂
變
徴
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
次
の
よ
う
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、

黄

大

夾

仲

林

夷

無

大
呂
變
徴

變
宮

宮

商

角

變
徴

徴

羽

夷
則
角　

角

清
角

徴

羽

變
宮

宮

商

よ
り
、
こ
の
「
大
呂
變
徴
」
と
音
程
配
置
の
等
し
い
下
徴
調
は
「
夷
則
角
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
…
①　

さ
ら
に
、
先
ほ
ど
見
た
よ
う

な
、
唐
律
と
宋
律
の
二
律
分
の
誤
差
を
反
映
し
た
命
名
法
を
加
味
す
る
な
ら
ば
、

↓

唐
律

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

宋
律

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

宋
の
「
夷
則
」
は
唐
の
「
無
射
」
に
相
當
す
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
宋
代
に
「
夷
則
」
均
と
呼
ば
れ
る
均
は
唐
代
か
ら
の
呼
び
習
わ

し
に
よ
り
「
無
射
」
均
と
呼
ば
れ
る
。
…
②　

ま
た
下
徴
調
の
「
夷
則
角
」
の
音
程
配
置
は
實
質
上
律
呂
調
の
「
變
徴
」
調
式
即
ち
「
閏
」
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調
式
に
等
し
い
。
…
③

　

以
上
①
②
③
の
條
件
を
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、

律
呂
名　

大
呂
變
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
程
配
置
が
等
し
い　

…
①

下
徴
調　

夷
則
角　
　

　
　
　
　
　

宋
の
夷
則
は
唐
以
來
の
「
無
射
」
に
當
た
る　

…
②

　
　
　
　
　
　
　

俗
樂
の
角
調
式
は
閏
（
變
宮
）
調
式
に
等
し
い　

…
③

　
　
　
　

無
射
閏

　

こ
れ
が
、
律
呂
名
「
大
呂
變
徴
」
が
俗
名
の
立
場
か
ら
「
無
射
閏
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
鄭
孟
津
氏
は
『
詞

源
解
箋
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
第
十
二
章
「
律
呂
四
犯
」
に
於
い
て
、
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律

夷

無

黄

大

夾

仲

林

大
呂
均

下
徴

下
羽

變
宮

宮

商

角

變
fi

高
大
石
角

大
呂
閏

高
大
石
調

夷
則
均

宮

商

角

變
fa

徴

羽

變
宮

（
無
射
）

無
射
閏

と
い
う
表
を
掲
げ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
大
呂
閏
」
本
章
爲
「
無
射
閏
」、
這
一
調
名
、
是
以
大
呂
主
宮
均
之
下
徴
爲
宮
一
均
的
商
律
爲
準
。

（「
大
呂
閏
」
は
本
章
で
は
「
無
射
閏
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
調
名
は
、
大
呂
に
主
音
の
宮
と
す
る
均
に
於
け
る
下
徴
を
宮

と
す
る
均
の
商
律
を
基
準
と
し
て
い
る
。）

こ
れ
を
要
す
る
に
、

大
呂
を
主
音
の
宮
と
す
る
均
＝
律
呂
名
の
大
呂
均

　

↓
そ
の
大
呂
均
の
下
徴
を
宮
と
す
る
均
＝
律
呂
名
の
大
呂
徴

　

↓
そ
の
大
呂
徴
と
同
じ
音
程
配
置
の
新
音
階
（
下
徴
調
・
fa
音
階
）
は
夷
則
均
の
宮
調
式
＝
下
徴
調
の
夷
則
宮

　

↓
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そ
の
商
調
は
無
射
爲
商
（
無
射
に
商
を
置
く
商
調
式
）

　

↓　
　
　
　

…
※

そ
の
無
射
商
に
対
す
る
角
調
式
、
即
ち
律
呂
調
の
變
宮
（
閏
）
調
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
無
射
閏
と
呼
ぶ

と
い
う
道
筋
に
な
る
。
右
の
※
を
つ
け
た
部
分
が
や
や
難
解
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
十
二
律
呂
」
條
の
宮
調
俗
名
が
參
考
に
な
る
。
各

均
の
商
調
式
と
變
徴
調
式
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、

均

黄
鍾

夾
鍾

仲
呂

林
鍾

夷
則

無
射

商
調
式　

大
石
調0

0

雙
調0

0

小
石
調0

0

歇
指
調0

0

商
調0

0

越
調0

0

變
徴
調
式

大
石
角0

0

雙
角0

0

小
石
角0

0

歇
指
角0

0

商
角0

0

越
角0

0

こ
の
よ
う
に
、い
ず
れ
の
均
に
於
い
て
も
商
調
式
の
「
○
○
調0

」
に
對
し
て
「
○
○
角0

」
と
、「
調
」
と
「
角
」
を
入
れ
替
え
た
形
に
な
っ

て
い
る
。
即
ち
變
徴
調
式
は
常
に
商
調
式
の
名
稱
を
意
識
し
、
商
調
式
の
調
を
角
に
變
更
し
た
名
稱
と
な
っ
て
い
る
（
段
安
節
『
樂
府

雜
録
』
の
言
う
「
商
角
同
用
」
に
同
じ
）、
と
言
う
こ
と
が
出
來
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
し
て
、
鄭
氏
は
「
無
射

0

0

に
商0

を
置
く
商

調
式
に
對
し
て
、
こ
れ
を
角0

＝
閏
に
變
更
し
た
調
名
が
無
射
閏

0

0

0

で
あ
る
」
と
説
明
な
さ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
私
の
解
釋
と

鄭
氏
の
解
釋
は
、
結
果
的
に
は
同
じ
こ
と
を
別
の
角
度
か
ら
述
べ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
一
度
商
調
式
（
無
射
爲
商
）
を
持
ち

出
し
て
迂
回
さ
せ
な
く
と
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
説
明
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
譯
注
稿
で
は
右
の
よ
う
な
解
釋
を
採
用
し
た
。

　

こ
の
黄
鍾
主
音
の
第
一
行
に
續
く
、殘
る
十
一
行
（
大
呂
主
音
～
應
鍾
主
音
）
に
つ
い
て
も
同
じ
方
式
の
呼
稱
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
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い
ず
れ
も
黄
鍾
主
音
の
行
を
平
行
移
動
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

右
に
述
べ
た
名
稱
の
問
題
の
一
方
、
四
犯
の
實
際
の
樂
器
上
の
運
用
に
關
し
て
は
、
特
に
琴
の
調
弦
と
の
關
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

村
越
貴
代
美
氏
は
『
南
宋
の
詞
學
と
琴
』（
慶
應
義
塾
大
学
『
日
吉
紀
要
人
文
科
学
』
19
所
收
、
二
〇
〇
四
）「
３
、
張
炎
の
詞
學
と
琴

　

3.2
『
律
呂
四
犯
』
再
考
」
に
於
い
て
、

ま
た
、
張
炎
の
『
詞
源
』
で
も
、
琵
琶
調
に
基
づ
く
隋
唐
の
燕
樂
二
十
八
調
を
敷
衍
し
て
い
た
り
、
俗
樂
の
基
準
音
樂
器
で
あ
る

笛
に
關
す
る
理
論
を
多
用
し
て
い
て
、琴
に
基
づ
く
理
論
は
「
律
呂
四
犯
」
だ
け
だ
っ
た
。「
律
呂
四
犯
」
そ
の
も
の
は
、犯
調
（
轉

調
）
の
指
南
と
い
う
具
體
的
な
問
題
の
對
處
法
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
實
、
隋
唐
時
代
に
は
使
わ
れ
て
い
た
は
ず
の
角
調
が
、
宋

代
に
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
「
消
え
た
角
調
」
の
問
題
を
解
く
手
が
か
り
に
も
な
っ
て
い
て
、
た
い
へ
ん
重
要
な

理
論
で
は
あ
っ
た
。（
一
三
一
～
一
三
二
頁
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
、「
律
呂
四
犯
」が
琴
の
調
弦
や
演
奏
の
理
論
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
て
お
ら
れ
る
。
村
越
氏
は
姜
夔
の「
凄

涼
犯
」
の
犯
調
を
例
に
、
次
の
よ
う
な
表
を
掲
げ
る
。

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

清
黄
清
大
清
太
清
夾

一
絃

二
絃

三
絃

四
絃

五
絃

六
絃

七
絃

道
宮　

中
呂
宮

徴

羽

閏

宮

商

角

清
角
變
徴

徴

羽

雙
調　

夾
鍾
商

羽

閏

宮

商

角

變
徴

徴

羽

閏

宮

仙
呂
調

夷
則
羽

角

變
徴

徴

羽

閏

宮

商

角

變
徴

徴

雙
角　

夾
鍾
閏

商

角

清
角
變
徴

徴

羽

閏

宮

商

角

宮

商

角

變
徴

徴

羽

閏

宮

商
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さ
ら
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

七
絃
の
う
ち
、
第
三
絃
の
仲
呂
の
律
に
、
音
階
の
主
音
（
張
炎
の
い
う
住
字
）
が
來
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
住
字
を

同
じ
く
す
る
」
と
い
う
制
限
で
あ
る
。
こ
の
制
限
が
な
け
れ
ば
、
理
論
的
に
は
轉
調
は
均
が
十
二
種
類
、
調
式
が
七
種
類
で
、
計

八
十
四
調
の
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、「
住
字
を
同
じ
く
す
る
」
制
限
の
下
で
は
、
仲
呂
均
宮
調
式
の
宮
聲
を
、

商
聲
と
見
な
し
た
場
合
に
は
夾
鐘
均
商
調
式
し
か
な
く
、
同
じ
く
羽
聲
と
見
な
し
た
場
合
に
は
夷
則
均
羽
調
式
し
か
な
い
。「
夾

鐘
商
」
と
「
夾
鐘
閏
」
と
の
關
係
か
ら
言
え
ば
、「
夾
鐘
商
」
の
閏
聲
を
角
聲
と
見
な
し
た
も
の
を
、「
夾
鐘
閏
」
と
呼
ぶ
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
律
呂
名
で
い
え
ば
無
射
徴
（
無
射
均
徴
調
式
）
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
徴
調
式
は
宮
調
式
と
酷
似
し
て
お
り
、

實
際
、「
凄
涼
犯
」
の
調
絃
で
は
、
仲
呂
宮
の
清
角
が
ち
ょ
う
ど
第
五
絃
で
彈
け
て
、
宮
調
式
に
お
け
る
新
音
階
と
な
っ
て
い
る
。

無
射
徴
の
清
角
も
第
二
絃
で
彈
け
て
、
や
は
り
新
音
階
で
あ
る
。「
夾
鐘
商
」
か
ら
「
夾
鐘
閏
」
を
生
ん
で
も
、
そ
れ
は
實
態
と

し
て
は
宮
調
式
の
新
音
階
に
等
し
く
、
そ
の
た
め
「
中
呂
宮
」
に
ま
た
戻
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
が
「
角
歸
本
宮
」
の
意
味

で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
調
絃
で
は
、
角
調
式
だ
け
が
彈
け
な
い
。

　

で
は
な
ぜ
「
住
字
を
同
じ
く
す
る
」
と
い
う
制
約
を
設
け
る
の
か
。

　

轉
調
は
本
來
難
し
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
が
、「
住
字
を
同
じ
く
す
る
」
制
約
を
設
け
れ
ば
、
琴
で
は
む
し
ろ
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な

く
な
る
。
一
律
も
し
く
は
二
律
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
す
る
に
は
、
徽
位
の
右
あ
る
い
は
左
を
押
さ
え
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
今
一
度
確
認
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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○
仲
呂
均
宮
調
式
の
宮
聲
を
商
聲
と
見
な
し
た
場
合
は
夾
鐘
均
商
調
式
（
宮
→
商
の
犯
調
）

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

清
黄
清
大
清
太
清
夾

一
絃

二
絃

三
絃

四
絃

五
絃

六
絃

七
絃

道
宮
中
呂
宮

徴

羽

閏

宮

商

角

清
角
變
徴

徴

羽

雙
調
夾
鍾
商

羽

閏

宮

商

角

變
徴

徴

羽

閏

宮

※
仲
呂
均
宮
調
式
即
ち
仲
呂
宮
の
住
字
（
結
聲
）
の
宮
は
仲
呂
の
律
に
あ
り
、
こ
の
調
弦
で
は
三
弦
が
そ
れ
に
當
た
る
。
夾
鍾
均

商
調
式
即
ち
夾
鍾
商
の
住
字
の
商
は
仲
呂
の
律
に
あ
り
、
こ
の
調
弦
で
は
や
は
り
三
弦
が
そ
れ
に
當
た
る
。
同
一
住
字
、
つ
ま

り
同
主
調
で
あ
り
、
同
じ
三
弦
と
な
る
。

○
仲
呂
均
宮
調
式
の
宮
聲
を
羽
聲
と
見
な
し
た
場
合
は
夷
則
均
羽
調
式
（
宮
→
羽
の
犯
調
）

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

清
黄
清
大
清
太
清
夾

一
絃

二
絃

三
絃

四
絃

五
絃

六
絃

七
絃

道
宮　

中
呂
宮

徴

羽

閏

宮

商

角

清
角
變
徴

徴

羽

仙
呂
調
夷
則
羽

角

變
徴

徴

羽

閏

宮

商

角

變
徴

徴
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※
仲
呂
均
宮
調
式
即
ち
仲
呂
宮
の
住
字
（
結
聲
）
の
宮
は
仲
呂
の
律
に
あ
り
、
こ
の
調
弦
で
は
三
弦
が
そ
れ
に
當
た
る
。
夷
則
均

羽
調
式
即
ち
夷
則
羽
の
住
字
の
商
羽
は
仲
呂
の
律
に
あ
り
、
こ
の
調
弦
で
は
や
は
り
三
弦
が
そ
れ
に
當
た
る
。
同
一
住
字
、
つ

ま
り
同
主
調
で
あ
り
、
同
じ
三
弦
と
な
る
。

○
夾
鍾
商
の
閏
聲
を
角
聲
と
見
な
し
た
も
の
が
夾
鍾
閏
で
、
律
呂
名
で
は
無
射
徴
（
商
→
角
の
犯
調
）

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

應

清
黄
清
大
清
太
清
夾

一
絃

二
絃

三
絃

四
絃

五
絃

六
絃

七
絃

雙
調
夾
鍾
商

羽

閏

宮

商

角

變
徴

徴

羽

閏

宮

雙
角
夾
鍾
閏

羽

閏

宮

商

角

變
徴

徴

羽

閏

宮

無
射
徴（
新
音
階
）

商

角

清
角

徴

羽

閏

宮

商

角

↑

※
夾
鍾
均
と
新
音
階
の
無
射
均
は
音
程
配
置
が
同
一
。
夾
鍾
均
の
商
調
式
（
夾
鍾
商
）
を
同
一
音
程
配
置
の
（
即
ち
閏
に
角
を
當

て
た
）
新
音
階
で
讀
み
替
え
る
と
、
無
射
均
の
徴
調
式
即
ち
無
射
徴
と
な
る
。
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○
仲
呂
宮
の
清
角
が
第
五
弦
で
彈
け
、
宮
調
式
の
新
音
階
で
あ
る

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

清
黄
清
大
清
太
清
夾

一
絃

二
絃

三
絃

四
絃

五
絃

六
絃

七
絃

道
宮
中
呂
宮

徴

羽

閏

宮

商

角

清
角

徴

羽

↑

○
無
射
徴
（
夾
鍾
閏
）
の
清
角
が
第
二
弦
で
彈
け
、
宮
調
式
の
新
音
階
で
あ
る

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

清
黄
清
大
清
太
清
夾

一
絃

二
絃

三
絃

四
絃

五
絃

六
絃

七
絃

無
射
徴（
新
音
階
）

商

角

清
角

徴

羽

閏

宮

商

角

↑

　

一
方
鄭
孟
津
氏
は
前
掲
『
詞
源
解
箋
』
第
十
二
章
「
律
呂
四
犯
」
に
於
い
て
、
篳
篥
・
簫
管
・
横
笛
・
琵
琶
に
竝
ん
で
琴
を
採
り
上

げ
、
琴
の
調
弦
を
示
す
こ
の
樣
な
一
覽
表
を
舉
げ
る
（
四
二
七
頁
）。
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慢角調
黄鍾宮

（黄宮）

正調
仲呂徴

（黄徴）

蕤賓調
無射商

（黄商）

清商調
夾鍾羽

（黄羽）

慢宮調
夷則角

（黄角）

大弦
黄鍾 宮

（宮爲宮） 徴 商 羽
（宮爲羽） 角

大呂
　↑宮羽

二弦 太簇 商 羽
（商爲羽）

角
緊二弦

　↓相及

夾鍾
　↑宮羽

宮
（商爲宮） 徴

三弦 姑洗 角
緊三弦

　↓相及

仲呂 宮
（角爲宮） 徴 商 羽

（角爲羽）

蕤賓
　↑宮羽

四弦 林鍾 徴 商 羽
（徴爲羽）

角
緊四弦

　↓相及

夷則
　↑宮羽

宮
（徴爲宮）

五弦 南呂 羽
（羽爲羽）

角
緊五弦

　↓相及

無射
　↑宮羽

宮
（羽爲宮） 徴 商

應鍾
　↓相及

六弦 清黄鍾 清宮 清徴 清商 清羽 清角

清大呂

七弦 清太簇 清商 清羽 清角 清變宮 清變徴
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こ
の
表
に
附
さ
れ
た
鄭
氏
の
注
を
や
や
丁
寧
に
見
て
行
く
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

１
、
這
一
品
弦
法
是
由
黄
鍾
律
（
大
弦
）
主
調
犯
宮
徴
商
羽
角
的
。

　
（
こ
の
調
弦
法
は
黄
鍾
律
（
第
一
弦
）
を
主
音
と
し
て
宮
・
徴
・
商
・
羽
・
角
に
犯
調
す
る
も
の
で
あ
る
。）

※
第
一
弦
を
黄
鍾
に
調
律
し
、
そ
の
第
一
弦
＝
黄
鍾
を
主
音
と
す
る
宮
調
式
・
徴
調
式
・
商
調
式
・
羽
調
式
・
角
調
式
に
そ
れ
ぞ

れ
轉
調
す
る
。
第
一
弦
＝
黄
鍾
に
何
聲
が
配
置
さ
れ
る
か
が
決
ま
れ
ば
、
自
ず
と
残
り
の
聲
の
音
程
も
決
ま
り
、
そ
れ
が
二
弦

～
七
弦
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２
、
犯
夷
則
角
之
後
、
没
有
黄
鍾
主
調
均
。
據
『
淮
南

形
訓
』「
角
變
宮
」
及
『
詞
源
』「
角
歸
本
宮
」『
事
林
廣
記
』「
宮
閏
相
頂
」、

可
轉
入
大
呂
均
、
以
大
呂
主
調
、
繼
續
犯
宮
徴
商
羽
角
、
惟
須
重
新
定
弦
、
故
云
「
五
降
以
後
不
容
彈
矣
」。
蓋
黄
鍾
主
調
至
此
爲
止
。

（
夷
則
角
に
犯
調
し
た
後
は
、
黄
鍾
を
主
音
と
す
る
均
は
無
い
。『
淮
南

形
訓
』
の
「
角
變
宮
」
及
び
『
詞
源
』
の
「
角
歸
本

宮
」、『
事
林
廣
記
』
の
「
宮
閏
相
頂
」
に
よ
り
、
大
呂
均
に
轉
ず
る
こ
と
に
な
る
。
大
呂
を
主
音
と
し
て
續
け
て
宮
・
徴
・
商
・

羽
・
角
に
犯
調
す
る
に
は
、
新
た
に
調
弦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
「
五
降
以
後
は
彈
く
を
容
れ
ざ
る
な
り
」
と
言

う
の
で
あ
る
。
黄
鍾
主
音
の
調
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。）

※
こ
こ
で
鄭
氏
の
言
う
『
淮
南

形
訓
』「
角
變
宮
」
は
、『
淮
南
子
』
巻
二
「

形
訓
」
に
、

變
宮
生
徴
、
變
徴
生
商
、
變
商
生
羽
、
變
羽
生
角
、
變
角
生
宮
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（
宮
を
變
じ
て
徴
を
生
じ
、徴
を
變
じ
て
商
を
生
じ
、商
を
變
じ
て
羽
を
生
じ
、羽
を
變
じ
て
角
を
生
じ
、角
を
變
じ
て
宮
を
生
ず
）

と
あ
る
の
を
指
す
。

※
黄
鍾
を
主
音
と
す
る
各
調
式
を
、
鄭
氏
の
調
弦
一
覽
に
於
い
て
左
列
か
ら
右
列
に
見
て
行
く
と
、
宮
→
徴
→
商
→
羽
→
角
で
一

巡
す
る
。
こ
の
次
は
大
呂
主
音
の
均
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
鄭
氏
の
一
覧
に
追
加
す
る
形
で
見
る
な
ら
ば
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

大
呂
宮　
　
　
　

宮

商

角

徴

羽

清
宮

慢
宮
調
／
夷
則
角

角

徴

羽

宮

商

清
角

清
變
徴

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

清
黄
清
大

清
太

大
弦

二
弦

三
弦

四
弦

五
弦

六
弦

七
弦

こ
れ
以
降
は
、
黄
鍾
主
音
で
行
っ
た
宮
→
徴
→
商
→
羽
→
角
の
犯
調
を
、
一
律
上
の
大
呂
主
音
の
各
均
に
平
行
移
動
し
た
形
で
實
施

す
る
。同
主
音
か
ら
異
主
音
へ
移
る
際
に
は
、必
要
に
應
じ
て
徽
位
を
押
さ
え
る
の
で
は
な
く
、各
弦
の
調
弦
を
變
え
る
こ
と
に
な
る
。

３
、五
調
主
宮
均
爲
、
黄
→
仲
→
無
→
夾
→
夷
五
律
、
向
下
方
五
度
旋
宮
、
毎
轉
一
宮
緊
一
次
角
弦
、
類
「
工
犯
凡
」
式
轉
調
。

（
五
つ
の
調
の
宮
聲
主
音
の
均
は
順
に
黄
→
仲
→
無
→
夾
→
夷
の
五
律
で
あ
り
、
こ
れ
は
下
方
へ
五
度
の
循
環
に
な
っ
て
い
る
。

轉
調
す
る
毎
に
角
の
弦
の
調
弦
を
高
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ず
、
こ
れ
は
「
工
犯
凡
」
に
類
す
る
轉
調
で
あ
る
。）
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※
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
調
は
五
度
ず
つ
下
方
へ
の
轉
調
と
な
っ
て
い
る
で
、
鄭
氏
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
都
度
音
程
配
置

が
變
わ
る
の
は
角
の
位
置
で
あ
る
。

正
調
／
仲
呂
徴　

徴

羽

宮

商

角

清
徴

清
羽

慢
角
調
／
黄
鍾
宮

宮

商

角

徴

羽

清
宮

清
宮

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

應

清
黄
清
大
清
太

４
、
表
中
「
宮
爲
羽
」「
商
爲
宮
」「
角
爲
羽
」「
徴
爲
羽
」
上
一
字
宮
商
角
徴
等
、
以
黄
鍾
宮
（
慢
角
調
）
七
聲
爲
準
、
各
均
皆
如
此
。

（
表
中
の
「
宮
爲
羽
」「
商
爲
宮
」「
角
爲
羽
」「
徴
爲
羽
」
の
内
の
前
の
音
即
ち
宮
・
商
・
角
・
徴
は
、
黄
鍾
宮
（
慢
角
調
）
の

七
聲
を
基
準
と
し
て
い
る
。
各
均
こ
れ
に
同
じ
。）

※
鄭
氏
の
表
に
「
宮
爲
羽
」「
商
爲
宮
」「
角
爲
羽
」「
徴
爲
羽
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
列
「
慢
角
調
／
黄
鍾
宮
」
に
對

し
て
二
列
目
以
降
が
ど
の
聲
に
な
っ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
第
五
列
の
「
角
爲
羽
」
は
、第
一
列
の
「
姑
洗
＝
角
」

に
對
し
て
そ
の
「
角
」
を
「
羽
＝
仲
呂
」
に
變
え
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

５
、「
宮
羽
相
及
」
這
一
小
三
度
、
爲
旋
宮
樞
紐
、
用
昇
宮
降
角
轉
調
。

（
表
中
の
「
宮
羽
相
及
」
と
し
た
短
三
度
音
程
は
、
旋
宮
の
要
と
な
る
も
の
で
、
昇
宮
降
角
の
轉
調
で
あ
る
。）
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※
鄭
氏
が
右
に
舉
げ
た
よ
う
な
琴
の
調
弦
上
の
犯
調
は
、
宮
の
位
置
、
お
よ
び
宮
と
羽
の
短
三
度
音
程
の
位
置
が
ど
こ
に
あ
る
か

が
重
要
な
要
素
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

以
宮
犯
宮
～
周
而
復
始

　

右
の
一
覧
で
示
し
た
四
種
類
の
犯
調
に
つ
い
て
、
そ
の
名
稱
を
添
え
る
自
注
で
あ
る
。
こ
れ
を
整
理
す
る
に
、

宮
→
宮　
　

正
犯

宮
→
商　
　

側
犯

宮
→
羽　
　

偏
犯

宮
→
角　
　

旁
犯

角
→
宮　
　

歸
宮

と
な
る
。
こ
の
場
合
の
角
は
、
下
徴
調
か
ら
見
た
變
宮
＝
閏
の
こ
と
で
あ
る
。
本
文
一
覽
表
に
列
舉
さ
れ
て
い
る
四
犯
は
、

宮
→
商

商
→
羽

羽
→
角

角
→
歸
本
宮

で
あ
る
か
ら
、「
宮
→
商
」「
角
→
宮
」
以
外
は
形
式
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
鄭
孟
津
氏
は
前
掲
『
詞
源
解
箋
』
第

十
二
章
「
律
呂
四
犯
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

燕
樂
調
的
犯
調
、
計
正
・
傍
・
偏
・
側
四
類
。
犯
宮
爲
正
、
如
正
宮
爲
黄
鍾
宮
。
犯
商
爲
傍
、
越
調
爲
無
射
商
。
犯
羽
爲
偏
、
中
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呂
調
爲
夾
鍾
羽
。
犯
角
（
變
宮
）
爲
側
、
高
大
石
角
爲
大
呂
閏
。
皆
兼
言
其
宮
與
調
。
陳
暘
『
樂
書
』、『
事
林
廣
記
總
叙
訣
』
均

同
此
。
本
章
仍
以
正
・
傍
・
偏
・
側
、
爲
犯
宮
犯
商
犯
羽
犯
角
的
順
次
。（
三
九
四
頁
）

（
燕
樂
調
の
犯
調
に
は
正
・
傍
・
偏
・
側
の
四
類
が
あ
る
。
宮
を
犯
す
る
の
が
正
で
、
例
え
ば
正
宮
は
黄
鍾
宮
で
あ
る
。

商
を
犯
す
る
の
が
傍
で
、
越
調
は
無
射
商
で
あ
る
。
羽
を
犯
す
る
の
が
偏
で
、
中
呂
調
は
夾
鍾
羽
で
あ
る
。
角
（
變
宮
）

を
犯
す
る
の
が
側
で
、高
大
石
角
は
大
呂
閏
で
あ
る
。い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
と
調
を
兼
ね
て
言
っ
て
い
る
。陳
暘
の『
樂

書
』、『
事
林
廣
記
總
叙
訣
』
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。『
詞
源
』
の
本
章
は
正
・
傍
・
偏
・
側
が
そ
れ
ぞ
れ
、
犯
宮
・
犯
商
・

犯
羽
・
犯
角
の
順
序
に
な
っ
て
い
る
。）

と
あ
る
。
陳
暘
の
『
樂
書
』
と
あ
る
の
は
、（
北
宋
）
陳
暘
『
樂
書
』
の
卷
一
百
六
十
四
「
樂
圖
論
」、「
俗
部
・
歌
・
犯
調
」
の
注
に
、

五
行
之
聲
、
所
司
爲
正
、
所
欹
爲
旁
、
所
斜
爲
偏
、
所
下
爲
側
。
故
正
宮
之
調
、
正
犯
黄
鍾
宮
、
旁
犯
越
調
、
偏
犯
中
呂
宮
、
側

犯
越
角
之
類
。

五
行
の
聲
、
司

つ
か
さ
ど

る
所
は
正
爲た

り
、
欹よ

る
所
は
旁
爲た

り
、
斜か

し

ぐ
所
は
偏
爲た

り
、
下く

だ

る
所
は
側
爲た

り
。
故
に
正
宮
の
調
は
、

正
は
黄
鍾
宮
に
犯
し
、
旁
は
越
調
に
犯
し
、
偏
は
中
呂
宮
に
犯
し
、
側
は
越
角
に
犯
す
る
の
類
な
り
。

と
あ
る
の
を
指
す
。『
事
林
廣
記
』
の
「
總
叙
訣
」
に
つ
い
て
は
、
本
條
と
は
記
述
が
や
や
異
な
る
の
で
省
略
す
る
。

　

こ
れ
を
要
す
る
に
、
鄭
氏
が
「
皆
兼
言
其
宮
與
調
」
と
言
わ
れ
る
如
く
、
本
條
の
一
覽
が
正
に
犯
調
の
形
式
と
そ
の
轉
調
に
よ
り
得

ら
れ
る
宮
調
を
示
す
の
に
對
し
、
こ
の
自
注
部
分
は
「
宮
と
調
」
を
兼
ね
て
言
っ
て
い
る
、
即
ち
調
の
名
稱
を
犯
で
説
明
す
る
も
の
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
、
十
二
律
呂
の
第
一
律
た
る
黄
鍾
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
五
聲
七
聲
の
第
一
音
た
る
宮
を
配
し

て
得
ら
れ
る
「
黄
鍾
宮
」
を
「
以
宮
犯
宮
」
呼
び
、そ
の
宮
の
あ
っ
た
位
置
に
商
を
配
し
て
得
ら
れ
る
「
無
射
商
」（
＝
越
調
）
を
「
以

宮
犯
商
」
と
呼
び
、
宮
の
あ
っ
た
位
置
に
羽
を
配
し
て
得
ら
れ
る
「
夾
鍾
羽
」（
＝
中
呂
調
）
を
「
以
宮
犯
羽
」
と
呼
び
、
宮
の
あ
っ

　 61 　
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た
位
置
に
角
（
變
宮
）
を
配
し
て
得
ら
れ
る
「
大
呂
閏
（
變
宮
）」（
＝
高
大
石
角
）
を
「
以
宮
犯
角
」
と
呼
ぶ
、と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、『
樂
書
』
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
中
呂
宮0

」
が
「
中
呂
調0

」
の
誤
り
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、『
樂
書
』
の
述
べ
る
、
犯
に
よ

り
示
さ
れ
る
所
の
調
名
は
「
黄
鍾
宮
」「
無
射
商
」「
夾
鍾
羽
」「
無
射
閏
」
と
な
り
、『
詞
源
』
本
條
と
一
致
す
る
。

姜
白
石
曰
～
商
角
羽
耳

　
「
姜
白
石
曰
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
淒
涼
犯
」（『
白
石
道
人
歌
曲
』
卷
六
所
收
）
の
自
序
の
一
節
で
あ
る
。
夏
承
燾
『
姜
白
石
詞

編
年
箋
校
』（
上
海
戸
籍
出
版
社
一
九
八
一
）
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
。

　

凡
曲
言
犯
者
、
謂
以
宮
犯
商
、
商
犯
宮
之
類
。
如
道
調
宮
上
字
住
、
雙
調
亦
上
字
住
。
所
住
字
同
、
故
道
調
曲
中
犯
雙
調
、
或

于
雙
調
曲
中
犯
道
調
。
其
他
準
此
。
唐
人
樂
書
云
、
犯
有
正
旁
偏
側
。
宮
犯
宮
爲
正
、
宮
犯
商
爲
旁
、
宮
犯
角
爲
偏
、
宮
犯
羽
爲

側
。
此
説
非
也
。
十
二
宮
所
住
之
字
各
不
同
、
不
容
相
犯
。
十
二
宮
特
可
以
犯
商
角
羽
耳

姜
白
石
云
ふ
、
凡
そ
曲
に
犯
と
言
へ
る
者
は
、
宮
を
以
て
商
を
犯
し
、
商
宮
を
犯
す
の
類
を
謂
ふ
。
如た

と

へ
ば
道
調
宮
は
上

字
に
て
住を

は
り
、
雙
調
も
亦
た
上
字
に
て
住を

は
る
。
住を

は
る
所
の
字
同
じ
、
故
に
道
調
の
曲
中
に
雙
調
を
犯
し
、
或
い
は

雙
調
の
曲
中
に
道
調
を
犯
す
。
其
の
他
は
此こ

れ

に
準
ず
。
唐
人
の
樂
書
に
云
ふ
、
犯
に
正
旁
偏
側
有
り
。
宮
の
宮
を
犯
す
を

正
宮
と
爲な

す
。
商
を
犯
す
を
旁
宮
と
爲
す
。
角
を
犯
す
を
偏
宮
と
爲
す
。
羽
を
犯
す
を
側
宮
と
爲
す
と
。
此
の
説
非ひ

な
り
。

十
二
宮
住を

は
る
所
の
字
各
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、相あ

ひ
犯
す
を
容ゆ

る

さ
ず
。
十
二
宮
は
特た

だ
以
て
商
角
羽
を
犯
す
べ
き
の
み
と
。

こ
こ
で
は
「
唐
人
樂
書
云
」
の
箇
所
の
「
宮
犯
羽
」
を
「
爲
側
」
と
作
る
が
、夏
氏
は
「
陸
本
此
句
下
羨
一
『
宮
』
字
」
の
校
語
を
加
え
、

「
宮
犯
羽
爲
側
宮
」
と
作
る
本
も
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
夏
氏
は
「
宮
」
を
衍
字
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
一
方
、

『
詞
源
』
本
條
に
引
く
所
で
は
、
靜
嘉
本
・
宛
本
を
除
く
各
本
は
い
ず
れ
も
「
宮
」
字
を
置
き
、「
宮
犯
羽
爲
側
宮
」
に
作
っ
て
い
る
。
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こ
れ
に
つ
い
て
鄭
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
犯
有
正
旁
偏
側
、
宮
犯
宮
爲
正
宮
」
一
段
文
字
、
末
句
「
側
」
下
有
脱
落
「
宮
」
字
的
、
作
「
宮
犯
宮
爲
正
、
宮
犯
商
爲
旁
、

宮
犯
角
爲
偏
、
宮
犯
羽
爲
側
」
斷
句
、
和
下
文
「
十
二
宮
特
可
犯
商
角
羽
」
文
意
雷
同
、
使
白
石
指
責
上
一
段
話
爲
「
此
説
非
也
」

失
去
根
據
。
當
以
起
善
齋
原
（
元
の
誤
り
か
？
）
抄
本
爲
準
爲
妥
。
蓋
元
本
作
「
宮
犯
宮
爲
正
宮
、
犯
商
爲
旁
宮
、
犯
角
爲
偏
宮
、

犯
羽
爲
側
宮
」、
乃
指
移
宮
説
的
。
故
云
「
十
二
宮
所
住
字
不
同
、
不
容
相
犯
」「
十
二
宮
特
可
犯
商
角
羽
耳
」、
則
指
犯
調
而
言
、

如
黄
鍾
「
厶
」
字
爲
宮
、爲
商
、爲
角
、爲
羽
。
移
宮
用
異
字
、犯
調
用
同
字
、截
然
不
同
。
前
者
即
『
樂
書
要
録
』
的
「
旋
向
爲
宮
」、

後
者
即
「
旋
向
爲
調
」。
白
石
謂
十
二
宮
不
相
容
犯
、蓋
特
重
犯
調　
　

以
「
犯
」
字
專
指
「
易
調
」。
實
則
調
轉
必
然
帶
來
宮
移
、

旋
宮
犯
調
本
是
一
個
有
機
結
合
的
整
體
。（
三
九
四
頁
）

（
犯
に
正
旁
偏
側
有
り
、
宮
の
宮
を
犯
す
る
を
正
宮
と
爲な

し
」
の
一
段
は
、
文
末
の
「
側
」
の
後
ろ
に
「
宮
」
の
字
を
落

と
し
て
「
宮
の
宮
を
犯
す
る
を
正
と
爲な

し
、
宮
の
商
を
犯
す
る
を
旁
と
爲な

し
、
宮
の
角
を
犯
す
る
を
偏
と
爲な

し
、
宮
の
羽

を
犯
す
る
を
側
と
爲な

す
」
に
作
る
と
、
次
の
「
十
二
宮
は
特た

だ
商
角
羽
を
犯
す
べ
き
の
み
」
の
文
と
意
味
が
同
じ
に
な
っ

て
し
ま
い
、
白
石
道
人
が
こ
の
一
段
を
「
此
の
説
非
な
り
」
と
批
判
し
た
こ
と
の
根
拠
を
失
わ
し
む
る
こ
と
に
な
る
。
起

善
齋
元
抄
本
の
よ
う
に
作
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。
恐
ら
く
元
抄
本
が
「
宮
の
宮
を
犯
す
る
を
正
宮
と
爲な

し
、
商
を
犯
す
る

を
旁
宮
と
爲な

し
、
角
を
犯
す
る
を
偏
宮
と
爲な

し
、
羽
を
犯
す
る
を
側
宮
と
爲な

す
」
と
し
て
い
た
の
は
「
移
宮
」
の
こ
と
を

言
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
故
に
「
十
二
宮
住を

は
る
所
の
字
各
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
相あ

ひ
犯
す
を
容ゆ

る

さ
ず
」「
十
二
宮
は

特た

だ
以
て
商
角
羽
を
犯
す
べ
き
の
み
」
と
言
う
の
は
犯
調
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
黄
鍾
た
る
「
合
」
の
音
を

或
い
は
宮
と
し
、
或
い
は
商
と
し
、
或
い
は
羽
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
移
宮
」
な
異
な
る
音
を
用
い
、「
犯
調
」
は
同
じ

音
を
用
い
、両
者
は
は
っ
き
り
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
『
樂
書
要
録
』
に
言
う
「
旋
向
し
て
宮
と
爲な

る
」
こ
と
で
あ
り
、
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後
者
は
「
旋
向
し
て
調
と
爲な

る
」
こ
と
で
あ
る
。
白
石
道
人
が
十
二
宮
が
互
い
に
犯
調
出
來
な
い
と
言
っ
た
の
は
、
恐
ら

く
特
に
犯
調
、
つ
ま
り
「
犯
」
の
字
が
特
に
「
易
調
」
を
指
す
も
の
を
重
ん
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
實
際
に
調
が
轉
ず
れ

ば
當
然
宮
の
移
動
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
旋
宮
と
犯
調
は
本
來
有
機
的
に
結
合
し
た
一
つ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。）

こ
れ
を
要
す
る
に
、「
宮
犯
羽
爲
側
」
の
末
尾
に
「
宮
」
字
が
有
る
場
合
と
無
い
場
合
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、

宮
犯
宮
爲
正
、
宮
犯
商
爲
旁
、
宮
犯
角
爲
偏
、
宮
犯
羽
爲
側　

…
…
（
ア
）

宮
犯
宮
爲
正
宮
、
犯
商
爲
旁
宮
、
犯
角
爲
偏
宮
、
犯
羽
爲
側
宮
…
…
（
イ
）

の
樣
に
、
全
體
の
句
讀
も
變
わ
る
こ
と
に
な
る
。
白
石
道
人
自
身
が
言
う
の
は
、「
十
二
宮
住を

は
る
所
の
字
各
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
相あ

ひ
犯
す
を
容ゆ

る

さ
ず
」「
十
二
宮
は
特た

だ
以
て
商
角
羽
を
犯
す
べ
き
の
み
」
で
あ
っ
た
。
す
る
と
「
宮
」
字
の
無
い
（
ア
）
は
「
犯
調
」

と
し
て
正
し
い
こ
と
と
な
り
（
直
前
の
『
詞
源
』
自
注
部
分
と
も
一
致
す
る
）、
姜
白
石
が
「
唐
人
樂
書
」
を
「
非
な
り
」
と
批
判
し

た
こ
と
と
矛
盾
す
る
。（
イ
）
の
場
合
、「
正
宮
」「
旁
宮
」「
偏
宮
」「
側
宮
」
と
い
う
「
移
宮
」、
即
ち
「
宮
」
音
の
十
二
律
呂
へ
の
配

置
方
法
の
種
類
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、「
犯
調
」
と
し
て
は
正
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
犯
調
」
は
同
主
音
の
調
同

士
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
旋
宮
（
平
行
調
）
の
調
で
は
行
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ら
ば
、（
イ
）
が
犯
調
と
し
て
誤
り
で
あ
れ

ば
こ
そ
、姜
白
石
が
「
非
な
り
」
と
批
判
し
た
こ
と
に
合
致
す
る
の
で
あ
り
、こ
こ
は
本
來
衍
字
で
あ
る
「
宮
」
の
字
が
あ
る
方
が
却
っ

て
文
意
に
合
う
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
尚
、
姜
夔
（
白
石
道
人
）
の
言
う
「
唐
人
樂
書
」
の
引
用
文
は
佚
文
で
あ
り
、
具
體
的

に
ど
の
書
物
を
指
す
の
か
は
未
詳
。

【
諸
本
一
覽
】（
詳
し
く
は
詞
源
研
究
會
編
著
『
宋
代
の
詞
論　

張
炎
「
詞
源
」』
中
国
書
店
二
〇
〇
四
を
參
照
）

底
本　
　
　

清
秦
恩
復
輯
『
詞
學
叢
書
』（
清
刊
、
亨
帚
精
舎
）
所
收
本
（
立
命
館
大
學
文
學
部
所
藏
、
鈴
木
虎
雄
舊
藏
本
）
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①
静
嘉
本　

清
乾
隆
三
［
一
七
三
八
］
年
朗
嘯
齋
影
元
鈔
本
（
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
本
、
陸
心
源
十
萬
卷
樓
舊
藏
本
）

②
宛
本　
　

清
阮
元
輯『
宛
委
別
藏
』（
民
國
七
〇［
一
九
八
一
］年
、台
灣
商
務
印
書
館
刊
）所
收
清
嘉
慶
間
阮
元
進
呈
影
鈔
元
鈔
本（
立

命
館
大
）

③
范
本　
　

清
范
鍇
輯
『
范
白
舫
所
刊
書
』（
道
光
間
、
烏
程
范
氏
刊
）
所
收
本
（
京
都
大
）

④
守
本　
　

清
錢
煕
祚
輯
『
守
山
閣
叢
書
』（
道
光
二
三
［
一
八
四
三
］
年
序
刊
）
所
收
本
（
立
命
館
大
）

⑤
粤
本　
　

清
伍
崇
曜
輯
『
粤
雅
堂
叢
書
』
所
收
本

ａ
、
清
刊
本
（
立
命
館
大
）

ｂ
、『
叢
書
集
成
新
編
』
第
八
一
册
所
收
本
（
一
九
八
三
～
八
四
年
、
新
文
豐
出
版
公
司
影
印
本
）

⑥
楡
本　
　

清
許
増
輯
『
楡
園
叢
刻
』
所
收
本
（
嚴
一
萍
輯
『
百
部
叢
書
集
成
』
所
收
本
）

⑦
思
賢
本　
『
思
賢
書
局
所
刻
詞
學
書
』（
光
緒
年
湖
南
思
賢
書
局
刊
本
）
所
收
本
（
立
命
館
大
）

⑧
呉
本
呉
梅
校
勘
『
詞
源
』
二
卷

ａ
、
民
國
七
［
一
九
一
八
］
年
再
版
、
國
立
北
京
大
學
出
版
部
刊
（
高
知
大
學
小
島
文
庫
藏
本
）

ｂ
、
一
九
六
八
年
、
龍
門
書
店
用
北
京
大
學
一
九
一
八
年
再
刊
本
影
印

⑨
疏
證
本　

蔡
楨
疏
證
『
詞
源
疏
證
』
二
卷

ａ
、
民
國
二
一
［
一
九
三
二
］
年
、
金
陵
大
學
中
國
文
化
研
究
所
排
印
本

ｂ
、
一
九
八
五
年
、
北
京
市
中
國
書
店
用
金
陵
大
學
一
九
三
二
年
排
印
本
影
印

⑩
叢
編
本
（
甲
）　

唐
圭
璋
輯
『
詞
話
叢
編
』
所
收
本

ａ
、
民
國
二
三
［
一
九
三
四
］
年
序
刊
本
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ｂ
、
民
國
五
九
［
一
九
七
〇
］
年
、
廣
文
書
局
用
一
九
三
四
年
序
刊
本
影
印

⑪
叢
編
本
（
乙
）　

同
右
、
一
九
八
六
年
、
中
華
書
局
排
印
本

⑬
國
本　
　

王
雲
五
輯
『
國
學
基
本
叢
書
』（
民
國
五
七
［
一
九
六
八
］
年
、
台
灣
商
務
印
書
館
景
排
印
）
所
收
本

※
既
刊
の
譯
注
稿
に
つ
い
て
は
以
下
を
參
照
さ
れ
た
い
。

張
炎
『
詞
源
』
卷
上
譯
注
稿
（
一
）「
五
音
相
生
」
宋
詞
研
究
會
『
風
絮
』
第
７
号
所
收
（
二
〇
一
一
）

張
炎『
詞
源
』卷
上
譯
注
稿（
二
）「
陽
律
陰
呂
合
聲
圖
」中
京
大
學
文
化
科
學
研
究
所『
文
化
科
學
研
究
』Vol.22

所
收（
二
〇
一
一
）

張
炎『
詞
源
』卷
上
譯
注
稿（
三
）「
律
呂
隔
八
相
生
圖
」中
京
大
學
文
化
科
學
研
究
所『
文
化
科
學
研
究
』Vol.23

所
收（
二
〇
一
二
）

張
炎『
詞
源
』卷
上
譯
注
稿（
四
）「
律
呂
隔
八
相
生
圖
」中
京
大
學
文
化
科
學
研
究
所『
文
化
科
學
研
究
』Vol.31

所
收（
二
〇
二
〇
）

※
本
稿
は
平
成
三
十
年
度
科
學
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
南
宋
の
文
人
歌
曲
創
作
論
に
お
け
る
轉
調
理
論
の
研
究
」

（18K00149

）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。


